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中
国
に
は
『
書
画
同
源
』
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

書
道
と
絵
画
は
根
本
的
に
同
じ
と
い
う
意
味
で
す
。
中
国

最
古
の
文
字
で
あ
る
『
甲
骨
文
』
は
、
絵
の
よ
う
に
描
か

れ
た
原
始
文
字
で
あ
り
、
漢
字
と
絵
画
の
起
源
と
な
る
も

の
で
す
。
こ
の
意
味
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
書
道
も
絵
画

と
同
じ
く
、
造
形
美
を
も
っ
て
伝
え
表
現
す
る
と
い
う
意

識
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

中
国
伝
統
書
道
は
、
基
本
的
に
筆
法
（
筆
の
使
い
方
）

と
形
構
成
（
字
の
形
）
か
ら
成
り
ま
す
。
特
に
筆
法
は

伝
統
書
道
の
核
と
な
る
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
基
本
を

丁
寧
に
覚
え
る
事
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
、

中
国
伝
統
書
道
の
礎
と
さ
れ
る
『
王
羲
之
』
の
筆
法
を

実
演
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
筆
の
使
い

方
を
分
析
し
な
が
ら
、
伝
統
書
道
の
鑑
賞
方
法
も
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

水
墨
画
は
、
唐
の
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
中
国
を
基

盤
に
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
広
く
根
付
い
た
東
洋
絵
画
の
代

表
的
画
法
で
す
。
墨
線
と
墨
の
濃
淡
を
利
用
し
、
味
わ
い

深
い
独
特
の
明
暗
世
界
を
表
現
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
実
際
に
水
墨
画
を
描
き
な
が
ら
、
筆
と
墨
の

使
い
方
を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

中
国
水
墨
画
に
用
い
る
筆
は
、
書
道
に
使
用
す
る
筆
と
同

じ
で
す
。
た
だ
重
要
な
点
は
、
水
墨
画
を
描
く
時
に
は
、

書
道
の
筆
法
を
応
用
し
て
描
く
こ
と
で
、
生
き
生
き
と
し

た
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
絵
を
描
く
筆
使
い
で

は
、
書
道
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
こ
の
違
い
を
実
演
し
て
説

明
を
し
ま
す
。
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